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浅野　昨年はコロナへの対応が続く中、東京オリンピック・パ
ラリンピックや知事選・衆院選などの各種イベントなど
があり、高萩市役所の皆様も大変慌ただしい一年だっ
たと思います。特に印象に残っていることを教えてくだ
さい。

大部　昨年中のことで、中でも強く印象に残っているのは赤
浜工業団地への企業誘致です。市内の松久保工業団地
で長年操業している永谷園様に新工場建設地として取
得していただきました。24年前に分譲を開始した赤浜
工業団地の最後の区画の売却は本市の長年の課題であ

りました。新工場稼働時には新たな雇用も見込まれてお
ります。大変うれしいかぎりです。

　　　　もう一つ、重要な社会課題である公共交通の確保対
策として呼出型最適経路バスの導入に踏み切ったこと
も、本市にとって大きな試みでした。路線バスの運行に
人工知能（AI）技術を活用した「MyRide（マイライ
ド）のるる」は、利用者からのリクエストに合わせてバ
スの走行ルートを随時変えることで利用者の利便性を
大幅に高め、効率的な運行を行うシステムです。具体的
には、仮想バス停をきめ細かく設定することにより、現
在に比べより多くの場所で乗降でき、乗り換えなしで目
的地に到着することを可能とします。当初、利用地域と
利用者を限定して実証運行を開始しましたが、課題を
一つ一つ解決することにより、本年１月から市街地全域
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に仮想バス停を拡大することができるようになりまし
た。

　　　　高齢者の免許返納件数も増える中、住みやすいまち
を作るための有効な施策と自負しています。市民の皆
様からも多くの反響をいただいており、利用者も増加し
ています。

浅野　地域経済の活性化にむけた企業誘致や公共交通網の改
善は重要なテーマだと思います。また昨年秋にはコロナ
の感染が収まっていた事もあり、花貫渓谷には多くの人
がにぎわっていました。高萩市には魅力ある観光資源に
加え、特急列車がとまる高萩駅や高萩インターチェンジ
もあります。それに加えて、呼出型最適経路バスを今後
とも活用していければ、高萩を訪れた観光客の回遊性
向上にもつながるのではないかと期待しています。

浅野　高萩市はコロナ対策のためにコロナ検査体制や医療体
制の拡充、ワクチン接種への対応、各種の事業者支援
策など様々な施策をすすめてきました。直近の状況や
今後のコロナ対策について教えてください。

大部　本市では令和２年２月26日に新型コロナウイルス感染
症対策本部会議を立ち上げ、何を行うべきか議論を重
ねて施策に結び付けてきました。特に、市内で感染者が
確認された際には、その方の生活を守りつつ感染拡大
を防ぐための対応を進めてきました。また、本市独自の
小規模事業者・個人事業主応援補助金交付や、業者に
よる小中学校幼稚園の消毒業務委託など、全庁体制で
その時々のニーズに対応してまいりました。

　　　　現在本市では、市民や事業者、医療従事者の皆様の
ご協力による徹底した感染対策が功を奏し、感染者数
は少なく抑えられております。

　　　　第５波収束以降は、主に生活支援、経済支援を行っ

ております。具体的には、ひとり親世帯への特別給付金
給付事業や、子育て世帯を応援するための飲食クーポ
ン配布事業、小売店への誘客を促進するリピートクー
ポン事業などを進めています。

　　　　ワクチンの３回目接種を控え、現在は国や県の動向
を注視しながら医師会と協議を進めております。昨年本
市では、市内の２ヵ所の医療機関へPCR検査機器購入
経費の支援を行いました。今後はこの検査機器により円
滑かつ迅速な検査を行い、徹底した感染対策に結び付
けたいと考えております。

浅野　昨年末に編成した令和３年度補正予算では、市民の皆
様のコロナ検査費用負担を軽減するために、地方創生
臨時交付金に「検査促進枠」を新設し、自治体判断で
PCR検査等の無償提供をできるようになりました。茨城
県では１月４日より県民の皆様を対象に無償検査を提
供していますので、高萩市においても、市民の皆様にこ
の事を周知し、活用していただきたいと思っています。

浅野　特に私が印象的だったのは、高萩市は県外に住む学生
を支援するために地元産品を送られたり、市独自の事業
者支援策に取組んでいた点です。これらの事業は総じ
て好評だったと聞いていますが、引続き、地域経済・雇
用の回復、地域福祉の下支えなど多くの課題が残され
ています。政府への要望や国会への期待があれば教え
てください。

大部　コロナの影響で地元を離れて暮らす学生は帰省もまま
ならず、学業やアルバイト等も制限されて、心理的にも
経済的にもつらい思いをされたと思います。地元産品を
詰め合わせた「ふるさと高萩からの応援箱」が好評を得
たのは、必要なところに望まれたものを届けることがで
きたからでしょう。同じことが「小規模事業者・個人事
業主応援補助金」にも当てはまります。

　　　　コロナ禍で困っている方に迅速に医療や生活、経済
に係る支援を行うため、本市は国からの新型コロナウイ
ルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用してまいり
ました。この交付金がなければここまでの支援を行うこ
とはできませんでした。

　　　　このことを踏まえ、政府への要望として、コロナ対策
臨時交付金のように、地域の実情に応じて必要な事業
が実施できるような財源を今後も創設していだだきた
いと考えます。

　　　　また本市は、公的病院である県北医療センター高萩
協同病院に対し、運営費や医師確保に係る経費、産科や
救急医療体制の確保に係る経費に対する支援補助を

新型コロナ対策について

政府への要望等について



行っております。高萩市民をはじめ、近隣住民の生活の
ために、安定した医療体制の確保が欠かせないと考え
るからです。

　　　　しかしながら、これらの病院に対する支援金は一般
財源であり、市の財政の大きな負担となっています。今
後、人口減少や少子高齢化が進展していくなかでも地
域医療を持続していくための必要不可欠な支援であり
ますので、交付税算定基準の見直しなどの財源措置を
お願いしたいところです。同じような問題を抱えた自治
体も多いと思います。

　　　　持続可能な自治体経営のため、国会でもこのことを
取上げていただきたいと思います。

浅野　分かりました。コロナ対策でも地域活性化でも、地域の
実情に合わせた対策が必要不可欠ですから、自治体の
意向を尊重した支援を国には求めていきます。特に、県
北地域の医療提供体制については、市民の皆様からも
改善要望の声が多く届いていますので、財政的支援に
留まらず人材確保面での国や県の支援拡充も重要だと
認識していますので、引続き、現場の課題を教えていた
だけますようお願いいたします。

浅野　最後に、大部市長はまもなく一期目の任期を終えるこ
ととなりますが、ご自身にとってこの４年間をどの様に
見ていらっしゃいますか。また二期目への挑戦をすでに
公表されていますが、「高萩市をこうしていきたい」と
いうお考えがあれば教えてください。

大部　平成30年３月に市長に就任以降、私は「市民主役のま
ちづくり」を基本理念とし、「誘致事業」「交流事業」
「支援事業」の３つを政策の柱として市政に当たってま
いりました。

　　　　本市が抱える長年の課題であった広域ごみ処理施設
の整備をはじめ、赤浜地区工業団地への企業誘致や公
立認定こども園の設立、MyRideのるるやデマンドタク
シーの公共交通網再構築、新型コロナウイルス感染症
対策など、市職員はもちろん、関係機関や市民の皆様と
ともに喫緊の課題に全力で取組んでまいりました。これ
までの改革や課題解決により、高萩市は着実に前進し
ていると実感しております。

          これからも、本市が目指す都市将来像「地域力が笑顔
をはぐくむまち高萩」の実現に向けて、この地に関わる
全ての人々が豊かさを実感できる持続可能な地域づく
りを、引続き市民の皆様とともに進めてまいりたいと考
えております。

　　　　高萩市はとても住みやすく魅力的なまちです。浅野
さんにもぜひ高萩市に親しんでいただきたいと思いま
す。これからも高萩市をよろしくお願いいたします。

浅野　高萩市は、足を運べば運ぶほど好きになる味わい深い
地域だと思っています。すでに日本は少子超高齢化の
時代に入っていますが、高萩市においても全世代にやさ
しく豊かなまちづくりが進められていく事を期待してい
ます。本日はありがとうございました。

2022年の抱負
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